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“ただ詩と散文を結びつけることさえすれば………
コンピュータ同士の結びつきが強くなればなるほど、情報はさらに切り離されていくのにわたしたちは気がついています。
切り離された情報はコストがかかります。複数のシステムに広がってしまうと、見つけ出すのが困難になります。複数の部署にコピーされた情報がいくつもあると、冗長度も増し信頼できないものになっていきます。サイロ（貯蔵庫）に隔離された情報は、他の情報とのつながりがなくなり、その本来の価値を発揮する機会を失ってしまいます。
情報が切り離されるということは、知識が分断され知識の共有ができなくなるということです。洞察力も引き出すことができず、適した情報が適した時に適した人材に利用できなくなってしまうため、意思決定もできなくなってしまいます。
分類学では
この問題を解決するには従来の情報管理手法を越えるものが必要です。単に情報を管理する代わりに、情報の意味を管理し始める必要があるのです。それがどのような情報であるかということをただ捉えるのです。では、それを必要としている方々にとって有用な手法へとつなげていきましょう。
情報の意味を管理する必要性の認識は日々高まっていて、最近ではメタデータや分類形成やオントロジに多大な関心が寄せられています。しかし、それらのうちどれひとつとして完全な解決策を提供してはいません。
ここに、オントピアは情報接続性に対してひとつの統合的なアプローチを提供します。それは、それらのすべてを包含し、しかもそれぞれを超越するものです。
すべてのオントピアソリューションの心臓部にあたるのが知識のWebであり、トピックマップ（topic map）と呼ばれる“統一情報モデル”で、分類・シソーラス・インデックス・オントロジの役割を担い、そのすべてがひとつにまとめられたものです。
トピックマップは、従来の知識構成ツールのすべての機能を単一のモデル内で提供します。このモデルは、CRMやERPやPDM等各種の情報システムを由来とする各種のデータ形式に適用することができます。
単一モデルであるということは、単一のツールセットだけを用意すればよいということで、さらなる利点でもあります。
最後につけ加えると、このモデルは、ISO 13250:2003 – Topic Mapsとして認可された国際規格です。
……………………………………………………“
トピックマップの紹介
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文書やデータは、現実の世界に存在するものに関する情報を提供しています。
トピックマップは、複数のソースを由来とする情報をすばやく確実に結び付けられるように、それらが何なのか、そして－それらはどのように関連しているのか－を示すことができるのです。
行き着いたのは、いくつかの対象範囲のマップを備えた“統一情報モデル”、すなわち“対話の宇宙”でした。上記の例では、対話の宇宙の中心は小説「ハワーズ・エンド」付近となっていますが、組織やその活動やそれらに関する情報等のどのようなものでも構いません。
このモデルを利用すると、情報を簡単に見つけ出せるようになります。特定の対象に関するすべての知識が、単一のネクサス（集団内の個体どおしの結びつき）－すなわちトピック－を介して利用することができます。情報の対象部分がどこに置かれていようが構いません。トピック間に接続された豊富なネットワークは、極めてユーザフレンドリなナビゲーション・パスを提供します。さらに、従来の検索エンジンとは比較にならないほどの強力なセマンティック・クエリに基づいた情報検索もできるようになります。
トピックマップモデルの初期段階は索引付けレイヤでしたが、情報資源セットへの改善されたアクセスを提供できるようになって、それ自体で価値のあるナレッジベースへと円滑に発展しています。そして、トピックマップは容易にマージ処理ができるように設計されているので、情報モデルはさらに総合的なモデルの形式にさえつながっていくことができます。
“もう断片的に生きるのはやめて………………… 

トピックマップの利点
オントピアとそのパートナー（提携先）が構築するソリューションは、統一情報モデルすなわち“トピックマップ”に基づく情報接続性の提供です。
トピックマップを用いて構築されたソリューションは、ひとつのアプリケーションから他のアプリケーションへ容易に拡張することができます。例えば、インデックスはポータルへと展開し、ポータルはナレッジベースへと、ナレッジベースは統合アプリケーション基盤へと拡張します。同一のトピックマップを土台として全機能を実現できるので、繰り返しの活用でＲＯＩの増加を促します。
さらにトピックマップは、オープンな国際標準に基づいているので、その情報モデルと知識情報が長期間生き残ることが約束され、ベンダ（システム販売会社）依存もありません。
トピックマップは、以下のユニークな特徴の組み合わせでまとめられています。
· ほとんどあらゆる種類のデータを包含したシンプルかつ柔軟性のある連想モデル
· モデルがユーザにとって使いやすいと同時にコンピュータに処理させるにも必要十分なセマンティックス
· 任意のトピックマップをマージするための機能
· セマンティック統合をサポートする強固な識別モデル
· ＩＳＯ標準としての現状
トピックマップソリューションは、情報と情報の意味へのアクセスを改善します。トピックマップソフトウェアを利用した組織は、以下を提供することができます。
・ユーザの気持がそのまま反映できる直感的なナビゲーションインタフェース
・一定の形式を基本とするデータ構造を用いた強力なセマンティック・クエリ機能
・個々の要求に合わせてあつらえられたカスタマイズビュー
・部署、システム、組織全域にわたる情報の集約
・運用システムより長期間生き残ることが約束された知識情報のナレッジマネジメントソリューション
これらの特徴により、トピックマップは、ポータル開発、ビジネスプロセスモデリング、情報統合、その他ビジネス意思決定支援アプリケーションのための理想的なソリューションとなります。
………………………………………………………“
トピックマップ―ポータル運用―企業の知識情報への視点
問題点
情報は異なったシステムに格納され、複数の部署に利用されることも少なくありません。しかし、依然としてすべてが繋がった状態で、全部がひとつにまとまったものとして内部からも、そしてたぶん顧客からもアクセスできるようになっている必要があります。その情報は常に変化するので、ポータルはリリースされるコンテンツで常に更新されていなければなりません。
解決策
情報構造自身にプレゼンテーションとナビゲーションをやらせよ！
トピックマップ構造はアプリケーションを統制しています。ユーザは、トピックからトピックへナビゲートし、最適なトピックを発見することにより関連する情報源に辿り着くことができます。自分が捜しているコンテンツをどのアプリケーションやデータベースやファイルシステムが保持しているのかを知る必要はありません。そして、基盤となるデータシステムに、直感的なナビゲーションや知的サーチや検索機構を用いてアクセスできます。ポータルは、アクセス権限を制御し、ユーザプロファイルに基づいてフィルタをかけたビューを提供することができます。
利点
・思ったようにナビゲート
・情報を見つける－つながりを発見する
・ひとつのトピックマップ－多数のポータル
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ひとつのトピックは通常ひとつのＷｅｂページを動作させます。そのページのメイントピックが関連するその他のトピックはそのページからリンクすることが可能です。リンクを横断してユーザは新しいトピックのＷｅｂページに行くことができます。リンクは関連タイプによってグループ化することができ、ユーザが素早く目的のコンテンツに移動するのをサポートします。
“……孤立から逃れて………………………………
ビジネスルールとビジネスプロセスのための知識ベース
問題点
一般に、プロダクト環境マネジメント、意思決定支援、ビジネスプロセスモデリング、ワークフロー、新規プロダクト開発、セキュリティ分類等に使われる今日のビジネスを統制するルールは極めて複雑です。多くの場合、そのすべてが誰かの頭の中に存在するだけで、その人が職場を去るときには一緒に失われてしまいます。これらのプロセスに関連する情報は、組織のいたるところにある文書中に散らばってしまい見つけ出すのが困難になります。
解決策
ルールはトピックマップの中に捕捉せよ！
連想構造は各種の依存や関係を表現することができます。結果モデルは、ユーザが運用・更新・閲覧することができ、プログラムによって自動処理することができます。プロセスに対応する情報にアクセスするために主要情報体系として結果モデルを使うことができます。
利点
・ひとつのパラダイム（理論的枠組み）によりすべてのルールベース行動をモデル化
・意思決定のための文脈情報を提供
・ダウンストリームエラーを軽減
・既存のワークフローを強化
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トピックマップは組織内の暗黙的な知識情報を取得するのに理想的なものです。トピックは、人、プロセス、プロダクト、プロジェクトなど、文字通りどんなものでも表現することができます。トピック間の関連は、それらの間にある関係の性質を反映するためにタイプ化することができます。例としては、ビジネスプロセスを制御するルールにおける制約と依存が挙げられます。.
…………………………………………………………“
企業情報統合－最適な情報を網羅する動的モデル
問題点
企業の中の部署は、その機能も場所も様々であり、各種構造化・非構造化の形式からなる情報の島々を作り出しています。ユーザはこれらの島々を結ぶ関係を理解しなければなりません。そして、ひとつの統一された手段で島々からの情報にアクセスする必要があります。
解決策
トピックマップのマージ機能を活用せよ！
多数の異なる情報リポジトリから複数のトピックマップを生成することができ、次にマージをすることによって、全体を統一的な視点で見ることができます。トピックマップソリューションは、新しい情報リポジトリをひとつずつ（あるいはまとめて）有機的に加えながら成長することができます。前記の島々を統合するのに高額な初期投資も大規模なデータコンバージョンも必要ありません。
利点
・情報にとってのワンストップショッピング
・既存のアプリケーションの移行や変更の必要性を排除
・統一情報モデルによるアプリケーション開発サイクルの削減
・ユーザの要望に沿ったカスタムビュー
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統一情報モデルは、複数の情報システムから生成され相互接続したトピックマップを備え、すべてのシステムへの単一点アクセスを提供します。ユーザは、もう情報がどこに存在するのか知る必要はありません。そして、個々の要求にあつらえられてフィルタリングされたサブセットの提供を受けることができます。
“ただ結びつけることさえすれば
Ontopia Knowledge Suite™ （OKS）
トピックマップベースのアプリケーションを構築するための至高のツールキットを利用して情報と知識を結び合わせることができます。
現在リリースされているOKSは、トピックマップツール群を備えた最高の総合的な構成です。トピックマッププロジェクトのライフサイクルの全行程に対応した複数の相互に関連するプロダクトから構成され、トピックマップ生成（自動と手動）、検証、保守、保存、クエリ、エンドユーザ配付機能などを備えています。
中核となる構成要素はエンジンであり、Java開発者向けに使いやすいSDKを用意しています。
構成の最上位に位置するナビゲータとWeb Editor Frameworkは、Web開発者にJavaプログラミングを必要としない強力なアプリケーション作成環境を提供します。MapMakerは、プロジェクトでの使用のために自動的にトピックマップを生成するためのツールキットで、オントピアとそのパートナーから入手可能です。
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インテグレータとOEMにとっての理想
OKSは、システムインテグレータのために特に選ばれたツールです。その柔軟で強力なトピックマップモデルは、複雑なシステムを迅速に開発することを可能にします。OKSを利用すると、インテグレータは多種多様な情報知識モデルを表現することができ、共通ツールセットやクエリ言語を用いて表現された情報に対するアクセスや処理を施せます。
OKSがサポートするトピックマップのパラダイム（理論的枠組）は、様々なデータソースとの相互接続を実現します。その広範囲に及ぶ特性の意味するところは、配布・処理アプリケーションを変更する必要なく新しいデータソースを容易に統合できるということです。
OKSは、トピックマップモデルの最もユニークな特徴である意味識別性概念も実装しています。この強力な概念は、インテグレータが情報をその中核となる主題の中心周辺に統合し一元管理できるようにします。
というのが説きたいことの全てだ……………“
情報接続性のための堅牢な開発環境
OKSは、トピックマップ標準XML1.0とISO13250の完全で包括的な実装です。
重要な特色：
· XMLとRDF文書からトピックマップのロード、あらゆるトピックマップのあらゆる局面でのデータベース格納・アクセス・変更
· トピックマップの格納場所（例：メモリ、データベース、仮想ビュー等）がどこであっても利用可能な、独自の一貫性・直感的・拡張可能なAPI
· オントロジのインポート・エクスポート・アクセス・修正と、トピックマップ検証に完全対応
· アプリケーションの開発と閲覧・編集の展開を簡単に行えるJ2EE準拠のツールキット
· 構造化検索、アプリケーション開発の単純化、最高の処理性能を実現する強力なセマンティック・クエリエンジン
· Oracle™、PostgreSQL、MySQL等のRDB上に設けられる永続的で拡張性のあるトピックマップ保存領域.

· 完全国際化によりすべての文字コードに対応
· 新しい環境において迅速で簡単なエンジンのテストができる自動化テストスイート
· プラットフォーム：純粋なJavaで記述、JDK1.3（以上）のプラットフォームで動作
· オペレーティングシステム：Windows (98, 2000, XP)、 Linux (RedHat, SuSE,  Debian)、 SunSolaris 

“ただ詩と散文を結びつけることさえすれば………
情熱を持ったプロフェッショナル
オントピアの設立者とスタッフはトピックマップの専門家として、トピックマップ標準の開発において重要な役割を果たしてきました。弊社の専門技術、経験そして熱情が、お客様のビジネスの問題点を解決し成功に導くのは間違いありません。
世界中のパートナー
オントピアは、トピックマップをベースとしたアプリケーションの設計・開発に関する専門的なコンサルティングを提供できる世界中のパートナーと協力して実作業を行っています。トピックマップに興味をお持ちのコンサルタントやインテグレータの方へ、パートナーとして協力していただくということも視野に入れたコンタクトをお待ちしております。
トレーニングとコンサルティング
経営幹部者向け概要説明会から５日間の実践ワークショップまで、オントピアとパートナーは標準のカリキュラムやご要望に応じたカリキュラムをご用意しています。特定のビジネス課題を実現するために、オントロジの開発やトピックマップの活用方法を習得するためのコンサルタンティングも承っております。
標準の安心感
ISO標準として、トピックマップは、情報マネジメントソリューションとそれに表現される知的資源に対する可搬性、永続性、拡張性を保証します。オントピアは、知識情報がそれを管理するシステムよりもずっと長く存続すべきであり、それを実現するのがトピックマップであると確信しています。
来る将来
オントピアは世界で最も優れたトピックマップソフトウェアの構築に専念してまいります。
OKSやお客様のアプリケーションにおいて、弊社のソフトウェアがお客様の情報に対する投資に見合った収益を最大にするためのお手伝いができるようにベストを尽くします。
オントピアの公約
弊社は次のことを継続いたします。
・統合化された情報の恩恵を増大させる機能の追加
・最大パフォーマンスの追及
・関連する標準に準拠することの確約
お客様の情報統合の目指す先すべてに対し、オントピアとそのパートナーは経験とツールと情熱を持って、お客様に最適なソリューションを提供します。
…そのいずれもが光を発する………………………”
情報を統合するためにトピックマップやOntopia Knowledge Suiteがどのようにお客様の要求に対応することができるかなど、詳しい情報は以下をご覧ください。

· “only connect”（www.ontopia.net）
· “Getting Started with Topic Maps”のダウンロード（www.ontopia.net/solutions/brochures/getting_started.pdf）
· お問合せ：info@ontopia.net
「ただ結びつけることさえすれば、というのが彼女が説きたいことの全部だった。ただ詩と散文を結びつけることさえすれば、そのいずれもが光を発し、人間的な愛はその頂点に達することになる。もう断片的に生きるのはやめて、結びつけさえすれば、人間のうちに孤立してしか生きて行けない獣も、修道僧も死ぬのである。」（Ｅ・Ｍ・フォースター著 吉田健一訳「ハワーズ・エンド」）
 
Destination Ontopia

Ontopia AS
Waldemar Thranes gate 98
N-0175 Oslo
Norway
Phone: +47 23 23 30 80; Fax: +47 23 23 30 81
Email: info@ontopia.net

Website: www.ontopia.netStandardsTaxonomiesOntologiesContextMetadataLocateUnify
株式会社ナレッジ・シナジー

359-0037 埼玉県所沢市くすのき台3-747-4

レジデンス所沢弐番館203

Tel/Fax: 050-3341-5502 or 04-2993-0519

Email: motom@green.ocn.ne.jp
Website: http://www.knowledge-synergy.com
� 訳注）この部分は、集英社「ハワーズ・エンド」訳者吉田健一氏の訳をそのまま引用させていただきました。本書の他の部分（ヘッダやタイトル）で原文が引用されている部分は、みすず書房「ハワーズ・エンド」訳者小池滋氏の訳などを参考にして多少変更したものです。この引用文だけでは意味がつかみ辛いかもしれませんが、獣が「本能」で修道僧が「理性」と読み替えていただくと理解しやすいのではないかと存じます。





